
第１･第３金曜日発行　2021(令和３)年第１･第３金曜日発行　2021(令和３)年７７月月２２日号　No.日号　No.19881988

８

６

４ 新型コロナウイルス関連
令和３年度 秋田市功労者
市役所からのお知らせ

３ 古川の治水対策

16 育児／情報チャンネルa

思いをつないだ
　聖火リレー
　　　笑顔で秋田市

へ

ちょうどいいから 住みやすい！〜市民と広げるまちへの誇りと愛着〜ちょうどいいから 住みやすい！〜市民と広げるまちへの誇りと愛着〜

２ 市長コラム

６月８日に行われた｢東京2020オリンピック聖火リレー｣。秋田市
の最終ランナーは、競泳でロサンゼルスオリンピック(1984年)とソ
ウルオリンピック(1988年)に出場した長崎宏子さん→関連記事７㌻



キスにメバル。私としてはまずまずの釣果でした

◆市長の動向などは、市ホームページでお伝えしています。https://www.city.akita.lg.jp

２

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)

市長コラム

　

梅
雨
入
り
前
の
晴
れ
た
日
に
、
秋
田

港
北
防
波
堤
で
釣
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
青
空
の
下
さ
わ
や
か
な
潮
風
に
吹

か
れ
な
が
ら
周
囲
を
見
渡
す
と
、
北
に

男
鹿
の
寒
風
山
や
真
山
、
東
に
太
平
山

の
峰
々
、
遠
く
南
に
は
残
雪
を
い
だ
く

鳥
海
山
、
そ
し
て
眼
前
の
日
本
海
は
小

波
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
身
を
置
く
だ
け
で
、
秋
田
の
自

然
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
を
全
身
に
浴
び

る
よ
う
な
心
地
よ
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

思
え
ば
こ
の
防
波
堤
の
一
般
開
放

は
、
20
年
以
上
も
前
、
私
が
県
議
時
代

に
釣
り
好
き
の
同
僚
議
員
ら
と
と
も
に

実
現
で
き
な
い
か
議
論
を
交
わ
し
て
い

た
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
実

は
結
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
秋
田
港
有

効
利
活
用
協
会
の
佐
々
木
清
治
副
会
長

(

㈱
釣
り
東
北
社
会
長)

な
ど
関
係
者
の

尽
力
と
国
や
県
の
協
力
も
あ
り
、
昨
年

８
月
に
〝
長
年
の
夢
〟
が
か
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

有
料
の
釣
り
場
に
も
関
わ
ら
ず
大
変

な
人
気
で
、
こ
の
日
も
早
朝
と
い
う
の

に
す
で
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
釣
り
糸
を

垂
れ
て
い
ま
し
た
。
各
種
割
引
き
の
パ

ス
ポ
ー
ト
や
回
数
券
な
ど
も
あ
る
そ
う

で
す
が
、
売
れ
行
き
は
好
調
だ
と
の
こ

と
。
私
も
早
速
、
佐
々
木
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
挑
戦
し
た
と
こ

ろ
、
キ
ス
や
メ
バ
ル
の
釣
果
が
あ
り
ま

し
た
。
当
然
そ
の
日
の
夕
飯
は
キ
ス
の

天
ぷ
ら
で
す
。
先
ほ
ど
ま
で
海
を
元
気

に
泳
い
で
い
た
魚
を
い
た
だ
く
こ
と
で

命
の
あ
り
が
た
み
に
触
れ
、
人
間
は
他

の
生
き
物
の
恩
恵
を
受
け
て
生
き
て
い

る
と
い
う
意
味
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

遠
く
沖
合
を
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
の

白
い
大
き
な
船
体
が
、
次
の
寄
港
地
を

め
ざ
し
て
い
る
の
が
見
え
、
佐
々
木
さ

ん
が
以
前
私
に
話
し
て
い
た
〝
夢
の
続

き
〟
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
が
去
っ
た
ら
、
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に
、
こ
の

防
波
堤
で
の
釣
り
体
験
を
組
み
込
ま
せ

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
海
外
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
お
客
さ
ま
に
釣

り
道
具
や
救
命
胴
衣
な
ど
一
式
を
貸
し

出
し
、
釣
り
上
げ
た
魚
を
地
元
の
お
店

で
料
理
し
て
も
ら
い
食
べ
る
。
地
酒
や

山
の
幸
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
船
旅
で

寄
港
地
秋
田
の
魅
力
を
ま
る
ご
と
堪
能

で
き
ま
す
。
そ
れ
も
見
た
り
聞
い
た
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
体
験
も
織

り
交
ぜ
て
。
何
度
思
い
返
し
て
み
て

も
、
夢
の
あ
る
話
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
お
い
て

も
、
仕
事
と
趣
味(

釣
り)

と
の
組
み
合

わ
せ
も
、
大
き
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
夏
に
向
か
っ
て
気
分
も
開
放

的
に
な
る
季
節
。
私
た
ち
も
何
か
と
窮

屈
な
思
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
北
防
波
堤
の
釣
り
の
よ
う
に
、
秋

田
で
は
少
し
足
を
伸
ば
す
だ
け
で
コ
ロ

ナ
禍
を
忘
れ
て
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
夏
、

遠
出
は
も
う
し
ば
ら
く
我
慢
し
て
、
近

場
の
野
に
山
に
海
に
と
出
か
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

北
防
波
堤
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

インバウンド＝旅行などで外国人が日本を訪れること
ワーケーション＝｢ワーク｣と｢バケーション｣を合わせた造語。働きながら休暇をとる過ごし方のこと



　広報あきた　2021年７月２日号３

市政トピックス

水
害
か
ら
地
域
を
守
る

水
害
か
ら
地
域
を
守
る

古
川
流
域
の
総
合
的
な
治
水
対
策

古
川
流
域
の
総
合
的
な
治
水
対
策

◆
国･

県･

市
の
３
者
協
議
会
を
設
置

　

平
成
29
年
７
月･
８
月
、
平
成
30
年
５

月
に
起
き
た
豪
雨
で
は
、
市
内
の
多
く

の
箇
所
で
浸
水
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
、
南
部
地
域
の
古
川
流
域
の
住
宅
街
で

は
、
数
百
件
も
の
床
上･

床
下
浸
水
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
古
川
で
は
、
護
岸

の
整
備
、
排
水
能
力
を
向
上
さ
せ
る
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
行
っ
た
ほ
か
、
国･

県･

市
の
３
者
で
協

議
会
を
設
立
し
、
古
川
流
域
の
総
合
的
な

治
水
対
策
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版

を
道
路
建
設
課(

市
役
所
４
階)

、
南

部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
１
６
７
６
４

◆
排
水
ポ
ン
プ
車
を
配
備

　

広
報
あ
き
た
前
号
で
も
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
河
川
の
氾は

ん
ら
ん濫
な
ど
大

規
模
な
浸
水
被
害
に
備
え
、
迅
速
な

排
水
作
業
を
行
う
た
め
、
災
害
対
策

用
排
水
ポ
ン
プ
車
を
２
台
配
備
し
ま

し
た
。
排
水
能
力
は
大
型

車
が
毎
分
60
㎥
、
中
型
車

が
毎
分
30
㎥
で
す
。

　

ま
た
こ
の
車
両
に
は
、

排
水
ポ
ン
プ
の
ほ
か
発
動

発
電
機
も
搭
載
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
非
常
時
の
電

源
供
給
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

道
路
建
設
課
☎(

８
８
８)

５
７
４
９

◆
治
水
の
た
め
の
整
備
を
拡
充

　

古
川
流
域
の
浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
、

御
野
場
新
町
四
丁
目
付
近
と
仁
井
田
字

新
中
島
付
近
に
排
水
機
場(

古
川
の
水
を

雄
物
川
へ
排
水
す
る
機
能)

を
整
備
予
定

で
、
現
在
、
令
和
７
年
度
の
完
成
に
向
け

設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
県
で
は
、
猿
田
川
と
の
合
流
部
に

樋ひ

門も
ん

を
整
備
す
る
計
画
に
基
づ
き
、
現

在
、
そ
の
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
雄
物
川
下
流
域
周
辺
の
防

災
機
能
を
強
化
す
る
た
め
の
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
に
つ
い
て
、
国
と
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
に
は
、

水
防
資
材
の
備
蓄
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
の

機
能
を
備
え
る
ほ
か
、
平
常
時
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

◆
古
川
の
映
像
が
確
認
で
き
ま
す

　

古
川(

大
野
橋)

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像

な
ど
が
、
秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

Ｃ
Ｎ

Ａ)

の｢

し
〜
な
ア
プ
リ｣

で
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
Ｃ
Ｎ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
古
川
の
水
位

情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

下
記
コ
ー
ド
を
読
み

込
ん
で
ア
ク
セ
ス
を)

で

配
信
し
て
い
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｎ
Ａ
12 

ch
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
災
害
へ
の
備

え
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

浚
渫
整
備
前

浚
渫
整
備
後

リーフレット

仁井田地区で
蕗刈り体験！

　

秋
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

５
人
が
、
仁
井
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
で
、
地

域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
蕗
刈
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

女
性
隊
員
は
、
昔
な
が
ら
の
着

物
と
も
ん
ぺ
を
身
に
つ
け
て
、｢

秋

田
お
ば
こ｣

さ
な
が
ら
の
格
好
で
挑

戦
！ 

地
域
の
か
た
と
交
流
し
な
が

ら
〝
季
節
の
風
物
詩
〟
を
お
手
伝
い

し
て
、
秋
田
の
文
化
に
も
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

人
口
減
少･

移
住
定
住
対
策
課

☎(

８
８
８)

５
４
８
７

刈った大きな蕗を手にニッコリ♪ 
秋田蕗は仁井田地区振興会のみな
さんが令和２年度｢地域づくり交
付金｣を活用して植えたものです

秋田市地域おこし協力隊秋田市地域おこし協力隊



☎018(803)6800
▶秋田市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター

医療機関での個別接種希望のかた

●聴覚に障がいのあるかたや、電話での問い合わせが難しいかたはFAXで健康管理課へ。FAX(883)1158

▶専用ウェブサイト
　　　　から予約

  下記の専用ウェブサ
イ ト を ご 覧 に な る
か、右記のコードを
読み込んでアクセス
してください。

  https://acity-va.com

個別接種も集団接種もご予約は電話または専用ウェブサイトから個別接種も集団接種もご予約は電話または専用ウェブサイトから

☎018(838)5456

集団接種
個別接種
共通です

４市外局番＝☎018

新型コロナウイルスワクチン接種
65歳以上のかた

　医療機関などは、広報あきた６月18日号と同時配布した｢新型コロナウイ
ルスワクチン個別接種のお知らせ｣をご確認ください。実施医療機関は、随
時追加･修正されますので、下記の専用ウェブサイトもご確認ください。
　なお、令和３年度中に65歳以上(昭和32年４月１日以前の生まれ)に達す
るかたへのクーポン券の発送は完了しています。

お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

医療機関での個別接種を開始しました

▶秋田市個別接種予約コールセンター

平日のみ 9:00〜18:00

毎日 9:00〜18:00

↑表紙は緑色です

②クーポン券が届いたら…　

　予約当日は、クーポン券、予診票(クーポン券と
同封)、本人確認書類、お薬手帳(お持ちのかた)を
お持ちになり、会場へお越しください。
　なお、予診票は必ず記入してから会場へお持ち
ください。また、円滑なワクチン接種のため、肩
を出しやすい服装でお越しください。

①ワクチン接種クーポン券を
　対象者に順次お送りしています

希望者は必ずワクチン接種ができますので、
クーポン券が届くのをお待ちください

コールセンターまたは専用ウェブサイトで
接種日時･会場をご予約ください

＊つながりにくい場合は少し時間をおいておかけください。

集団接種希望のかた･各種お問い合わせ

■■■■各医療機関での電話受付はしていません■■■■
■■■■■■■　電話予約をご希望のかたはコールセンターへご連絡ください　■■■■■■■■

◆現在何らかの病気にかかって治療を受けている
かたは、あらかじめかかりつけの医療機関にご
相談ください

時
間

水･木曜＝15:00〜17:30　
土曜＝12:30〜14:00　15:00〜17:30

◆集団接種会場の予約時間(下記時間の15分刻み)

秋田大学医学部体育館(本道キャンパス)は、
月〜土曜＝12:30〜14:00　15:00〜17:30

日曜＝  9:00〜11:30　12:30〜14:00
　　　15:00〜17:30

｛ ｝

６月10日以降、次の医療機関が個別接種実施医療機関に追加されました

■五十嵐記念病院(土崎港中央一丁目17-23)…すべての希望者のかたを受け付けます
■山崎耳鼻咽喉科医院(中通三丁目４-10)…かかりつけ患者さんを優先して受け付けます
■中込内科循環器科クリニック(仁井田二ツ屋一丁目８-55)…かかりつけ患者さんを優先して受け付けます

昭和32年４月２日以降に生まれたかたの接種
クーポン券は７月以降に順次発送する予定です

＊リーフレットの訂正…｢山王整形外科医院｣の備考欄に｢※1｣の記載がありましたが、正しくは｢記載なし｣です。車いす･
杖をご利用のかたもご来院いただけます。訂正してお詫びいたします(健康管理課)



５　広報あきた　2021年７月２日号

＊４･５㌻に掲載した情報は令和３年６月18日現在のものです。最新情報は、市ホームページなどでご確認ください。 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
お
知
ら
せ

発熱などの症状があり
受診を希望する場合は、
まずはかかりつけ医に
必ず電話でご相談ください

■☎(866)7050／24時間対応　
■☎0570-011-567／8:00〜17:00　
■☎(895)9176／8:00〜17:00

　かかりつけ医がいないなど、医療
機関に迷う場合は、下記の｢あきた
新型コロナ受診相談センター｣へご
相談ください。紹介された医療機関
を受診する際は、必ず事前に受診先
へ電話してください。

対象

子育て世帯生活支援特別給付金

▶公的年金などを受給していることにより、令
和３年４月分の児童扶養手当の支給を受けて
いないかた(児童扶養手当の支給制限限度額を
下回るかた)

▶令和３年４月分の児童扶養手当は受給してい
ないが、新型コロナウイルスの影響を受けて
家計が急変し、児童扶養手当を受給している
かたと同じ水準になっているかた

　ひとり親世帯のかた向け。支給額は児童１人
につき５万円です。児童扶養手当を受給してお
らず、下記の対象となるかたは申請をしてくだ
さい。申請書は、市ホームページからダウン
ロードできます。◆広報ID番号 1029051

問い合わせ▶子ども総務課☎(888)5697

介護保険料の減免

　新型コロナウイルスの影響により、介護保険
料の納付が困難なかたは、申請により保険料が
減免または免除となる場合があります。詳しく
は、お問い合わせください。

問い合わせ▶介護保険課☎(888)5672

　新型コロナウイルスの影響によ
り、国民健康保険税の納付が困難
なかたは減免できる場合がありま
す。詳しくは、市ホームページを
ご覧いただくか、お問い合わせください。

◆広報ID番号 1025092

国民健康保険税の減免

対象(主たる生計維持者＝原則世帯主)

1主たる生計維持者の令和３年中の事業収入な
どが、昨年と比べて10分の３以上減少する
ことが見込まれる世帯のかたで、①主たる生
計維持者が事業を廃業したかた、または、②
主たる生計維持者が失業したものの雇用保険
を受給できないなど、既存の非自発的失業者
の軽減制度に該当しなかったかた

■国保に加入していて、新型コロナウイル
スの影響により就労できなかったかたへ
｢傷病手当金｣を支給します

　適用期間は令和２年１月１日から令和３
年９月30日まで。申請には医療機関や事
業主からの証明が必要となります。
　詳しくは、市ホームページをご覧いただ
くかお問い合わせください。

◆広報ID番号 1025594

■納付の猶予制度があります
　国民健康保険税の納付が困難な場合、申
請により１年間、納付の猶予を受けること
ができます。詳しくは、お問い合わせくだ
さい。

　問い合わせ▶国保年金課の各担当へ
　減免＝賦課担当☎(888)5632
　傷病手当金＝給付担当☎(888)5630
　納付猶予＝収納推進室収納担当☎(888)5635

＊前年の主たる生計維持者の合計所得が1,000万円
を超えているかた、減少した事業所得など以外の
所得が400万円を超えているかたは対象外です。

＊持続化給付金などの給付金は、事業収入に含みま
せん。

2主たる生計維持者が死亡または重篤な症状と
なった世帯のかた



６

■
人
権

人
権
擁
護
委
員
▼

浅
野 

進(

雄
和)

■
交
通
安
全

交
通
指
導
隊
員
▼

松
橋
定
夫(

河

辺)

、
白
圡
一
夫(

河
辺)

、
工
藤

宗
一(

雄
和)

、
宮
本
弘
樹(

土
崎

港)

、
加
賀
谷
秋
雄(

広
面)

、
石
塚

小
枝
子
◎(

河
辺)

、
小
野
寺
多
嘉

雄(

雄
和)

　

地
区
交
通
安
全
協
会
役
員
▼

今
野
久

夫(

添
川)

、
嵯
峨
正
利(

土
崎
港)

意
識
啓
発
活
動
▼

渡
辺
京
子(

御
所

野)■
自
治
振
興

町
内
会
長
▼

赤
坂
英
將(

手
形)

、

池
田 

實(

中
通)

、
佐
々
木
重
雄

(
楢
山)

、
津
谷
由
紀
子(

楢
山)

、

相
場
和
志(

楢
山)

、
工
藤
裕
紀(

楢

山)

、
鈴
木
正
志(

南
通)

、
菅
原
文

夫(

楢
山)

、
木
村
正
美(

楢
山)

、

鈴
木 

健(

保
戸
野)
、
大
竹 

濶(

八

橋)

、
小
松
淳
悦(

八
橋)
、
鐙
屋
公

平(

旭
南)

、
瀧
田
純
一(
旭
南)

、

前
川 

清(

旭
南)

、
小
野
直
茂(
川

尻)

、
舟
木 

忠(

広
面)

、
佐
藤
賢
治

(

泉)

、
高
橋
金
市(

土
崎
港)

、
細

谷
義
次(

将
軍
野)

、
佐
藤 

久(

将

軍
野)

、
三
浦 

榮(

下
新
城)

、
三

浦
吉
壽(

上
新
城)

、
寺
門
文
夫(

仁

井
田)

、
加
藤
重
男(

仁
井
田)

、
松

渕 

稔(

上
北
手)

、
細
部
吉
光(

下

浜)

、
菊
地
峯
生(

八
橋)

、
藤
原
康

晴(

河
辺)

、
松
田
芳
隆(

河
辺)

■
市
民
生
活

公
共･

公
益
▼

永
田
佳
子(

上
新
城)

■
社
会
福
祉

介
護
給
付
費
等
の
支
給
に
関
す
る

審
査
会
委
員
▼

村
井 

順(

牛
島)

、

藤
田
久
美
子(

山
王)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼

ご
り
ら
ク
ラ
ブ
、

秋
田
県
立
中
央
公
園｢

ダ
リ
ア
倶
楽

部｣

、
び
ー
ら
ぶ
秋
田
、
河
辺
雄
和

商
工
会
女
性
部
　

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
▼

齊
藤 

勝(

外
旭
川)

、
加
藤
長
二
郎(

東

通)

、
加
藤
俊
悦(

楢
山)

民
生
委
員･

児
童
委
員
▼

佐
藤
敬
一

(

旭
南)

、
玉
山
秀
子(

東)

、
門
脇

宏
子(

仁
井
田)

、
工
藤
忠
三(

保
戸

野)

、
広
瀬
保
之(

新
屋)

、
藤
原
康

忠(

飯
島)

、
沢
田
久
子(

飯
島)

、

保
坂 

清(

飯
島)

、
佐
藤
秀
一(

築

山)

、
佐
藤 

登
◎(

土
崎
南)

、
大

沢
和
男(

泉)

、
國
安 

明(

新
屋)

、

佐
藤
貞
雄(

太
平)

、
佐
藤
昭
弘(

川

尻)

、
金
子
賢
男(

旭
川)

、
佐
藤
忠

一(

港
北)

、
篠
田
照
子(

泉)

、
菅

原
光
子(

外
旭
川)

、
大
野
ト
シ
子

(

金
足)
、
加
藤
裕
子(

河
辺)

、
瀧

澤
文
雄(
築
山)

、
加
賀
谷
敏
春(

寺

内)

、
安
田
由
美
子(

新
屋)

、
阿

部
恒
夫(

新
屋
勝
平)

、
船
木
孝
治

(

飯
島)

、
門
間
テ
ル
子(

飯
島)

、

渡
邉
慶
治(

下
浜)

、
浅
野
秀
子(

大

住)

、
鈴
木
千
代
吉(

新
屋)

■
保
健･

医
療

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長
▼

黒
崎

義
雄(

東
通)

、
長
谷
川
瑞
子(

飯

島)

、
山
田 

昇(

将
軍
野)

■
環
境

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
▼

佐
々
木
文
勝(

仁
井
田)

不
法
投
棄
監
視
員
▼

熊
谷
晴
男(

太

平)

、
小
林
一
三(

御
所
野)

■
産
業
振
興
　

山
林
看
守
人
▼

阿
部
留
壽(

太
平)

　■
教
育･

文
化

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
▼

金 

清

一
郎(

雄
和)

、
澤
田 

享(

楢
山)

　

文
化
振
興
審
議
会
委
員
▼

四
反
田
素

幸(

泉)

青
少
年
育
成
▼

佐
藤
弘
子(

保
戸

野)

、
渡
部
賴
子(

川
尻)

、
佐
々

木
喜
代
子(

外
旭
川)

、
遠
藤
明
子

(

新
屋)

、
武
藤
美
夜
子(

豊
岩)

、

黒
木
勝
美(

下
浜)

、
髙
橋
政
子(

新

屋)

、
小
野 

豊(

下
浜)

、
大
山
博
子

(

横
森)

、
村
越
美
幸(

下
北
手)

、

熊
谷
恵
子(

牛
島)

、
加
藤 

薫(

上
北

【
功
労
者
表
彰
】

藤
原
賢
一
さ
ん

(

楢
山)

　
秋
田
市
竿
燈
会
の
役
員
と
し

て
、
若
手
の
技
術
向
上
や
後
継

者
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、

国
内
外
に
対
す
る
竿
燈
の
魅
力

発
信
に
寄
与
さ
れ
る
な
ど
、
本

市
伝
統
文
化
の
保
存･

振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
表
彰
】(

敬
称
略)

市外局番＝☎018

↑

船
木
耕
太
郎
さ
ん

(

添
川)

　
農
業
協
同
組
合
役
員
と
し

て
、
本
市
農
業
の
生
産
力
の
増

進
お
よ
び
農
業
者
の
経
済
的
社

会
的
地
位
の
向
上
の
実
現
に
尽

力
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
農
業
・

農
村
の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

＊
か
っ
こ
内
は
住
所
で
、
民
生
委
員･

児
童
委
員
は
担
当
地
区
名
で
す
。

＊
◎
印
の
か
た
は
、
複
数
の
分
野
で
受
彰
さ
れ
る
か
た
で
す
。

　

７
月
12
日
は｢
市
の
記
念
日｣

で
す
。
明
治
22
年
７
月

12
日
の
秋
田
市
役
所
開
庁
に
ち
な
ん
で
昭
和
３
年
に
制

定
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
７
月
12
日
(月)
午
前
10
時
30
分
か
ら
文
化
会

館
で
、
市
の
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、
市
勢
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
132
人
、
５
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
▼

総
務
課(
８
８
８)

５
４
２
３

＊上記に記載の催しは新型コロナウイルスの影響により、変更になる場合がありますのでご了承ください。

市
勢
発
展
に
大
き
く
貢
献

令
和
３
年
度
秋
田
市
功
労
者



７　広報あきた　2021年７月２日号

手)

、
岩
渕
則
文(

御
所
野)

、
辻 

匡

人(

上
新
城)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
▼

下
田

良
子(

山
王)

、
佐
々
木
美
紀
子(

川

尻)

、
藤
田
榮
子(

旭
南)

、
和
田
悦

子(

広
面)

、
渡
部
直
子(

新
屋)

、

原
田
順
子(

新
屋)

、
最
上
誠
子(

将

軍
野)

、
佐
藤 

登
◎(

土
崎
港)

、
本

橋
和
代(

御
所
野)

、
庄
司
節
子(

御

所
野)

生
涯
学
習
奨
励
員
▼

根
田
貞
子(

高

陽)

、
小
林 

公(

楢
山)

、
中
村 

宏

(

旭
南)

、
常
盤 

誠(

保
戸
野)

、

佐
々
木 

孝(

中
通)

、
伊
藤
和
子

(

新
屋)

、
相
原
律
子(

新
屋)

、

佐
々
木
政
志(

新
屋)

、
塚
田
治
誠

(

浜
田)

、
蛭
田 

聰(

千
秋)

、
乙
供

美
香(

牛
島)

、
小
田
原
里
子(

牛

島)

、
塚
田
朋
子(

大
住)

、
杉
澤
裕

子(

四
ツ
小
屋)

、
佐
藤
美
智
子(

上

北
手)

、
石
塚
小
枝
子
◎(

河
辺)

、

安
藤
實
子(

河
辺)

、
佐
々
木
妙
子

(

河
辺)

、
齊
藤
和
子(

雄
和)

、
大

友
昌
子(

雄
和)

■
都
市
整
備

秋
田
市
旅
館
建
築
審
議
会
委
員
▼

小
林
晴
樹(

手
形)

■
選
挙

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
▼

赤
根
谷
光
昭(

新
屋)

、
小
野
尊
尚

(

飯
島)

、
嘉
藤
一
司(

雄
和)

■
消
防･

防
災

自
主
防
災
組
織
▼

大
住
地
区
自
主

防
災
連
絡
協
議
会

　６月８日、東京2020オリンピックの聖火が
秋田市を走り抜けました。聖火を手にしたラ
ンナー、沿道で見守る市民、みんなが心ひと
つにオリンピックへの思い高まる瞬間を共有
できた貴重な時間でした！

スポーツ振興課☎(888)5611

聖火でつながるみんなの思い

第12走者の浅野さんと唯一のチーム参加となったオー
ル秋田ジュニアフェンシングチームのみなさん

(中央通り)

■大森山動物園☎(828)5508
■赤れんが郷土館☎(864)6851
■民俗芸能伝承館(貸出施設の利用を除く)

☎(866)7091
■旧金子家住宅☎(866)7091
■佐竹史料館☎(832)7892
■久保田城御隅櫓☎(832)1298
■旧黒澤家住宅☎(831)0285
■秋田城跡歴史資料館☎(845)1837
■旧秋田藩主佐竹氏別邸(如

じ ょ

斯
し

亭
て い

)庭園
☎(834)6300

７月12日(月)の｢市の記念日｣
次の施設を無料開放します

↑

レスリングでロサンゼルスオリンピック(1984年)とソ
ウルオリンピック(1988年)に出場し、銀メダルを獲得
した太田 章さん(右)が、穂積市長から聖火の灯を受け
取りスタート！

秋田市での聖火ランナーのみなさん(リレー順)
太田 章さん→エマ エヨング 實宏さん→田中 孝さ

ん→水野勇気さん→佐野元彦さん→宮川美津子さん

→藤丸真世さん→中泉一豊さん→下村 学さん→和泉
弘一さん→髙橋信之さん→浅野正樹さん→オール秋
田ジュニアフェンシングチーム→長崎宏子さん

太
田
さ
ん
か
ら
第
２
走
者
の

エ
マ 

エ
ヨ
ン
グ 

實
宏
さ
ん
へ

(

市
役
所
前)



◆
き
ら
ら
と
し
ょ
か
ん
明
徳
館
は
、
自

動
火
災
報
知
設
備
の
更
新
工
事
の
た

め
、
７
月
16
日
(金)
か
ら
８
月
３
日
(火)

ま
で
休
館
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
☎(
８
３
２)

９
２
２
０

◆
Ｃ
Ｎ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
★
あ
き
た
は
、
施

設
内
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
更
新
工
事
の
た

め
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
み
８
月
24

日
(火)
か
ら
９
月
29
日
(水)
ま
で
利
用
を

休
止
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課☎(

８
８
８)

５
６
１
１

◆
市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

　

今
月
納
期
の
市
税
は
、
固
定
資
産
税

第
２
期
と
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

で
す
。
納
期
限
は
８
月
２
日
(月)
。
市

税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
税
課
☎(

８
８
８)

５
４
８
３

国
保
年
金
課
☎(

８
８
８)

５
６
３
４

　

今
年
も
市
街
地
周
辺
の
農
地
や
道
路

な
ど
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
目
撃
さ
れ
て

い
ま
す
。
次
の
点
に
留
意
し
て
、
ク
マ

の
出
没
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼

ク
マ
の
出
没
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
住

宅
地
周
辺
の
草
刈
り
を
行
い
見
通
し
を

よ
く
し
ま
し
ょ
う

▼

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
山
へ
行
く
と
き
は
、

音
の
出
る
物(

ク
マ
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど)

や
、
携
帯
の
蚊
取
り
線
香
な
ど
強
い
臭

い
の
す
る
も
の
を
身
に
つ
け
、
で
き
る

だ
け
複
数
人
で
行
動
し
ま
し
ょ
う

▼

ク
マ
と
遭
遇
し
た
場
合
、
慌
て
ず
、
騒

が
ず
、
ク
マ
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
後

ず
さ
り
し
て
距
離
を
と
り
ま
し
ょ
う

▼

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
身
の
安

全
を
確
保
し
た
う
え
で
、｢

日
時
、
場

所
、
大
き
さ
、
頭
数
、
逃
げ
た
方
向｣

な
ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

農
地
森
林
整
備
課

☎(

８
８
８)

５
７
４
１

　

夏
休
み
は
、
子
ど
も
と
の
接
触
事
故

の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
公
園
の
近

く
や
信
号
の
な
い
横
断
歩
道
な
ど
で
の

急
な
飛
び
出
し
に
は
特
に
注
意
し
、
安

全
確
認
と
徐
行
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
家
庭
内
で
交
通
ル
ー
ル

を
確
認
す
る
な
ど
、
普
段
か
ら
交
通
安

全
の
話
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
７
月
は｢

シ
ー
ト
ベ
ル
ト･

チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
運
動
強
調
期
間｣

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故
に
よ

る
被
害
を
大
幅
に
軽
減
す
る
ほ
か
、
正

し
い
運
転
姿
勢
を
キ
ー
プ
し
、
疲
労
を

軽
減
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
全
席
で
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

交
通
政
策
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
６

　

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど

も
会
、
職
場
、
学
校
、
個
人
な
ど
を
対

象
に
、
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て

応
募
者
す
べ
て
の
花
だ
ん
を
巡
回
し
、

優
秀
な
花
だ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
▼

秋
田
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

事
務
局(

市
役
所
２
階)

に
あ
る
申
込
書

で
、
７
月
30
日
(金)
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
４
２
９
２

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
事
務
局
☎(

８
８
８)

５
６
５
３

　

｢

秋
田
市
景
観
マ
ッ
プ
２
０
０
８｣

は
、

秋
田
市
景
観
計
画
策
定
の
一
環
と
し
て

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
集
約
し

て
、
平
成
20
年
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
景
観
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

改
め
て
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
後
世

に
残
し
た
い
景
観
、
地
域
の
新
た
な
景

観
資
源
な
ど
に
関
す
る
ご
意
見
を
募

り
、
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
▼

７
月
２
日
(金)
か
ら
８
月
２
日

(月)
ま
で

資
料
閲
覧
場
所
▼

市
役
所
４
階
都
市
計
画

課
、
１
階
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、
各
市

民
Ｓ
Ｃ(

中
央･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅

東
Ｓ
Ｃ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
９
５
３

意
見
提
出
方
法
▼

閲
覧
場
所
に
あ
る
専
用

用
紙
を
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

　

都
市
計
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
４

　

高
齢
の
か
た
の

特
殊
詐
欺
被
害
が

増
え
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
や
、

は
が
き
な
ど
に
よ

る
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
ま
ず
詐
欺

を
疑
い
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
必
ず
ご

家
族
や
警
察
、
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
担
当
☎(

８
８
８)

５
６
４
８

８市外局番＝☎018

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

７
月
11
日
(日)
▼

20
日
(火)

夏
の
交
通
安
全
運
動

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

ク
マ
の
出
没
に

ご
注
意
を
！

景
観
マ
ッ
プ
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します

サイト内検索 よくある質問検索 広報 ID 検索

｢広報ID番号｣をここに入力！

特
殊
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！



50
分)

、
市
役
所
５
階
第
２
委
員
会
室
で

土
地
の
所
在
／
面
積
／
最
低
入
札
価
格

①
桜
ガ
丘
三
丁
目
107
番
１
ほ
か
２
筆

(

上
段
に
画
像)

／
２
千
668･

63
㎡
／
２
千
251
万
１
千
円

②
寺
内
後
城
355
番(

上
段
に
画
像)

／
137･

84
㎡
／
347
万
４
千
円

③
寺
内
後
城
356
番

／
273･

21
㎡
／
688
万
５
千
円

④
寺
内
後
城
358
番

／
504･

24
㎡
／
１
千
205
万
２
千
円

⑤
御
野
場
六
丁
目
１
番
11(

上
段
に
画
像)

／
312･

91
㎡
／
608
万
６
千
円

●
問
い
合
わ
せ　

財
産
管
理
活
用
課

☎(

８
８
８)

５
４
３
９

　

外
国
人
の
か
た
に
日
本
語
を
教
え
る

講
師(

シ
フ
ト
制)

を
５
人
程
度
募
集
し
ま

す
。
教
室
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
９
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
毎
週
火･

木
曜
に
23
回(

予
定)
、
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
に
実
施
し
ま
す
。

　

謝
礼
は
１
回
２
千
700
円
。
募
集
要
項

な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
１
８
４
３
０

応
募
資
格
▼

今
年
４
月
１
日
現
在
、
70
歳

未
満
で
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
、

他
の
講
師
と
協
調
し
て
教
室
運
営
に
協

９　広報あきた　2021年７月２日号

　

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
入
札

保
証
金
は
、
入
札
金
額
の
100

分
の
５
以
上
で
す
。

　

現
地
説
明
会
は
７
月
21

日
(水)
に
実
施
し
ま
す(

時
間

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い)

。
入
札
の
申
込
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号

  

１
０
１
６
４
２
２

入
札
日
時
と
会
場

８
月
６
日
(金)
午
前
10
時
〜

(

受
け
付
け
は
９
時
〜
９
時

オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
語
教
室
の

講
師
を
募
集
し
ま
す

力
で
き
る
か
た(

報
告･

連
絡
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
行
い
ま
す)

①
大
学
ま
た
は
大
学
院
で
日
本
語
教
育

を
専
攻
し
た
か
た(

専
攻
中
も
可)

②
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
合
格
者

ま
た
は
日
本
語
教
師
養
成
講
座
を
420

時
間
以
上
修
了
し
た
か
た

③
150
時
間
以
上
の
日
本
語
指
導
経
験
ま

た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
教
授
歴
の
あ

る
か
た

④
日
本
語
講
師
の
研
修
を
修
了
し
、
か

つ
日
本
語
指
導
経
験
の
あ
る
か
た

＊
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
か
た

が
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
場

合
、
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
が
主

催
す
る
日
本
語
能
力
試
験
で
１
級
か

Ｎ
１
を
有
す
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

申
し
込
み
▼

履
歴
書
と
、
応
募
資
格･

生

年
月
日
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
な

ど
を
８
月
２
日
(月)(

必
着)

ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
課
国
際･

都

市
間
交
流
担
当
☎(

８
８
８)

５
４
６
４

　

冬
期
間
の
野
菜

や
花
き
栽
培
を
志
す
農
業
者
な
ど
を
対

象
に
、
栽
培
実
習
を
中
心
と
し
た
研
修

を
実
施
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
が
、
傷
害
保
険
へ

の
加
入
、
作
業
服
な
ど
は
各
自
で
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
定
員
は
５
人
程
度
で
、

面
接
に
よ
る
選
考
と
な
り
ま
す
。

対
象(

す
べ
て
を
満
た
す
か
た)

▼

秋
田
市
在
住
の
農
業
者
な
ど
で
、
お
お

む
ね
65
歳
以
下
の
か
た

▼

販
売
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
冬
期
間

の
園
芸
作
物
生
産
に
取
り
組
も
う
と
す

る
か
た

▼

心
身
と
も
に
健
康
で
、
研
修
の
全
日
程

を
受
講
で
き
る
か
た

研
修
期
間
と
場
所

10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
毎
週
木
曜
、

午
前
10
時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時

に
、
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー(

仁
井
田)

で

栽
培
実
習

ホ
ウ
レ
ン
草
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
ア

ス
パ
ラ
菜
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
ネ
ギ
、
イ
チ
ゴ
、
ダ
リ
ア
、
キ

ン
ギ
ョ
ソ
ウ
な
ど
の
播
種
、
育
苗
、
栽

培
管
理
、
出
荷
調
製
作
業
な
ど

講
義･

視
察

作
付
計
画
づ
く
り
、
作
型
と
栽
培
技

術
、
施
設
の
設
備
な
ど
。
視
察
は
、
冬

期
農
業
に
取
り
組
む
農
家
を
見
学

申
し
込
み

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
で
、

８
月
20
日
(金)(

必
着)

ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
０
８
９

●
問
い
合
わ
せ
　
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー

☎(

８
３
８)

０
２
７
８

　秋田市議会６月定例会
で、新副議長に熊谷重隆
氏が選ばれました。
　なお、議長は引き続
き、岩谷政良氏が務めら
れます。

熊谷重隆 
　　副議長

当選回数４
回。総務委員会委員長な
どを歴任。73歳

副
議
長
が
新
た
に
決
ま
り
ま
し
た

市
有
地
を
売
却

冬
期
農
業
研
修
生
を

募
集
し
ま
す

桜ガ丘寺内御野場



　

地
域
代
表
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
な
ど
に
よ

る
、
学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
地
域
協

議
を
各
地
域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
の
第
２
段
階
で
あ
る
学
校

統
合
検
討
委
員
会
と
、
第
３
段
階
で
あ

る
学
校
統
合
準
備
委
員
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
傍
聴
希
望
の
か

た
は
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

時
間
は
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30

分
。
受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
。
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、
入
場
を
制
限
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 【
学
校
統
合
検
討
委
員
会
】

▼

旭
北
小
、
旭
南
小
の
第
１
回

　

…
７
月
12
日
(月)
、
市
役
所
研
修
棟
で

▼

飯
島
小
、
下
新
城
小
、
金
足
西
小
の
第

４
回
…
７
月
16
日
(金)
、
セ
リ
オ
ン
２
階

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で

 【
学
校
統
合
準
備
委
員
会
】

▼

太
平
中
、
下
北
手
中
、
城
東
中
の
第
２

回
…
７
月
27
日
(火)
、
東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
で

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
適
正
配
置
推
進

室
☎(

８
８
８)

５
８
１
２

　

お
子
さ
ん
の
不
登
校
や
不
登
校
傾
向

に
悩
ん
で
い
る
保
護
者
と
教
職
員
を
対

象
と
し
た
相
談
会
で
す
。

　

臨
床
心
理
士
と
の
座
談
会
の
あ
と
、

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。
座
談
会
に
定

員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個
別
相
談
は
先

着
20
人
で
す
。

日
時
▼

７
月
25
日
(日)
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
▼

秋
田
市
教
育
研
究
所(

茨
島)

申
し
込
み
▼

７
月
６
日
(火)
か
ら
学
校
教
育

課
へ
。
☎(

８
８
８)

５
８
０
８

　

地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
事
業
や
地

域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
を
行
う
起
業

家･

中
小
企
業
を
対
象
に
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
調
達
し
た
資

金
を
補
助
し
ま
す(

寄
付
額
全
額
＋
最
大

100
万
円)

。

　

募
集
期
限
は
７
月
30
日
(金)
。
対
象
要

件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
５
４
９
１

＊
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
＝
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
不
特
定
多

数
の
人
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
こ
と

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
貿
易
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
７
２
９

　

海
外
で
の
商
談
や
海
外
展
開
を
目
的

と
し
た
国
内
外
で
開
催
さ
れ
る
見
本

市
、
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
な
ど
へ
出
展

す
る
市
内
の
企
業
へ
補
助
金
を
支
給
し

ま
す
。

　

交
付
の
可
否
は
審
査
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
申
請
期
限
は
７
月
30
日
(金)
。
要

件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
１
１
５

補
助
内
容

イ
ベ
ン
ト･

フ
ェ
ア
の
出
展
や
商
談
の
経

費
、
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
参
加
費
、
コ

ン
テ
ナ
輸
送
費
な
ど
に
か
か
る
経
費
の

２
分
の
１
。
上
限
40
万
円

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
貿
易
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
７
３
０

　

昭
和
52
年
３
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た

事
務
所
、
店
舗
、
工
場
、
倉
庫
な
ど
の

照
明
器
具
に
は
、
人
体
に
有
害
な
ポ
リ

塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル(

Ｐ
Ｃ
Ｂ)

が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
照
明
器
具
は
、
処
分

期
限
が
令
和
５
年
３
月
末
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
事
業
用
建
物
を

所
有
す
る
か
た
は
、
照
明
器
具
の
Ｐ
Ｃ

Ｂ
含
有
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。◆

広
報
ID
番
号 

１
０
１
６
７
１
１

＊
一
般
家
庭
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
照

明
器
具
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■
啓
発
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
照
明
器
具
の
処
分
費

用
の
軽
減
措
置
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
紹

介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

日
時
▼

７
月
１
日
(木)
か
ら
16
日
(金)
ま
で

　

会
場
▼

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ　

廃
棄
物
対
策
課

☎(

８
８
８)

５
７
１
３

　

水
道
料
金
な
ど
は
、
口
座
振
替
の
ほ

か
、
各
種
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
も

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
７
９
８
３

★｢

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐペ

イ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い｣

に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
政
府
が

公
表
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
の
で
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
局
お
客
様

セ
ン
タ
ー
☎(

８
２
３)

８
４
３
１

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します

サイト内検索 よくある質問検索 広報 ID 検索

｢広報ID番号｣をここに入力！ 市外局番＝☎018 10

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

事
業
所
の
照
明
器
具
へ
の

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
の
ご
確
認
を

海
外
販
路
の
開
拓･

拡
大
を

支
援
し
ま
す

学
校
統
合
の
地
域
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す

心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

＊�

掲
載
し
た
催
し
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
中
止･

変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
実
施
の
有
無
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
主
催
者
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
会
場
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業

な
ど
の
資
金
調
達
を
支
援

水
道
料
金
な
ど
の
ス
マ
ホ

決
済
を
ご
利
用
く
だ
さ
い



11　広報あきた　2021年７月２日号

県に移住希望登録をし
秋田市へ移住したかた

人
口
減
少･

移
住
定
住
対
策
課

☎(

８
８
８)

５
４
８
７

令和３年４月末現在

令和３年度に
移住した人数

19人(−14)

令和３年度に
移住した世帯数

９世帯(ー４)

秋
田
市
へ
の
移
住
者
数

(　)内は前年同月比

令和３年６月１日現在〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉

１年前の人口▶304,543人302,444人(-107)…男▶142,606人(-48)　女▶159,838人(-59)

５月分…出生▶148人  死亡▶308人  転入▶463人  転出▶410人 世帯数▶138,057(+40)

秋田市
の人口

＊( )内は前月比です。

♪
　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

移
住
者
交
流
会
で
す
。
秋
田
市
に
移
住

し
、
お
友
だ
ち
が
欲
し
い
か
た
、
移
住
者

同
士
で
お
悩
み
を
相
談
し
た
い
か
た
大

募
集
！  

　

あ
な
た
が
お
す
す
め
す
る
秋
田
の
お

い
し
い
食
べ
物･

飲
み
物
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か
。
ゲ
ー

ム
に
よ
る
交
流
タ
イ
ム
な
ど
、
楽
し
い

企
画
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼

７
月
24
日
(土)
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分　

先
着
▼

20
世
帯

申
し
込
み
▼

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

住
所
、
代
表
者
の
氏
名
、
参
加
人
数
、
電

話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、
人
口

減
少･

移
住
定
住
対
策
課
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
７
月
21
日
(水)

☎(

８
８
８)

５
４
８
７

Ｅ
メ
ー
ル ro-plpo@

city.akita.akita.jp

◆
詳
し
く
は
、
秋
田
市
移
住
専
用
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト｢

秋
田
市

い
い
わ｣

も
ご
覧
く
だ

さ
い(

下
記
の
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
ア
ク

セ
ス
を)

。

　

市
立
病
院
で
は
、
来
年
３
月
２
日
(水)

ま
で
の
毎
月
第
１･

第
３
水
曜
に
、｢

夕

暮
れ
乳
が
ん･

子
宮
頸
が
ん
検
診｣

を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
仕
事
な
ど
で
日
中

に
来
院
で
き
な
い
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

＊
11
月
３
日
は
祝
日
の
た
め
実
施
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
３
月
２
日
は
乳
が
ん

検
診
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

対
象

秋
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
勤
務
先
な

ど
で
検
診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
、
来

年
３
月
31
日
時
点
で
次
の
年
齢
の
女
性

乳
が
ん
検
診　

40
歳
以
上
で
偶
数
歳

子
宮
頸
が
ん
検
診　

20
か
ら
39
歳
ま
で

と
40
歳
以
上
の
偶
数
歳

受
付
時
間

乳
が
ん
検
診　

午
後
５
時
〜
６
時
30
分

子
宮
頸
が
ん
検
診　

午
後
５
時
〜
６
時

検
診
料(

76
歳
以
上
の
か
た
は
無
料)

乳
が
ん
検
診

40
か
ら
58
歳
ま
で
の
偶
数
歳
▼

１
千
円

60
か
ら
74
歳
ま
で
の
偶
数
歳
▼

１
千
400
円

子
宮
頸
が
ん
検
診

20
歳
▼

２
千
100
円　

21
歳
▼

500
円

22
か
ら
29
歳
ま
で
▼

２
千
100
円

30･

32･

34･

36･

38
歳
▼

500
円

31･

33･

35･

37･

39
歳
▼

２
千
100
円

40
か
ら
74
歳
ま
で
の
偶
数
歳
▼

２
千
100
円

申
し
込
み

検
診
希
望
日
の
前
日(

土･

日
、
祝
日
を

除
く)

ま
で
に
市
立
病
院
医
事
課
へ
。

☎(

８
２
３)

４
１
７
１

(

午
前
９
時
〜
午
後
３
時)

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス(

子
宮
頸

が
ん
予
防)

ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
後
に
ワ

ク
チ
ン
の
因
果
関
係
を
否
定
で
き
な
い

副
反
応
が
特
異
的
に
見
ら
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
平
成
25
年
６
月
の
厚
生
労
働

省
の
通
知
に
基
づ
き
、
秋
田
市
で
は
、

積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
一
時
的
に
差
し

控
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
接
種
を
中
止
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る

か
た
は
委
託
医
療
機
関
で
の
接
種
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
５
５
７
９

対
象
▼

12
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度
の

初
日
か
ら
16
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年

度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
女
子

＊
接
種
す
る
場
合
は
医
師
と
相
談
し
、

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と
リ
ス
ク
を
ご

理
解
の
う
え
、
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
９

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

〜
64
歳
の
か
た
は
、
介
護
保
険
第
２
号

被
保
険
者
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険
に

介
護
分
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
障
害
者
支
援
施
設
な
ど
の

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入
所
し
、

生
活
介
護
と
施
設
入
所
支
援
を
受
け
て

い
る
か
た
は
、
当
分
の
間
、
介
護
保
険

の
被
保
険
者
と
な
ら
な
い
た
め
、｢

介
護

保
険
適
用
除
外
該
当･

非
該
当
届｣

を
提

出
す
る
と
、
介
護
分
の
納
付
の
必
要
が

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
書
な
ど
は
、
国
保
年
金
課(

市
役

所
１
階)

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
１
６
６
０
６

●
問
い
合
わ
せ　

　

国
保
年
金
課
☎(

８
８
８)

５
６
３
３

夕
暮
れ
乳
が
ん
検
診･

子
宮

頸
が
ん
検
診
の
ご
利
用
を

オ
ン
ラ
イ
ン

移
住
者
交
流
会
を
開
催
！

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
の

入
退
所
に
伴
う
国
保
の
届
出

↑

↑



　

里
帰
り
出
産
や
入
院
な
ど
一
時
的
に

県
外
に
滞
在
し
、
滞
在
先
の
医
療
機
関

で
定
期
予
防
接
種(

お
子
さ
ん
の
四
種
混

合
や
Ｂ
型
肝
炎
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
な
ど)
を
受
け
る
場
合
は
、
市

が
発
行
す
る｢

予
防
接
種
実
施
依
頼
書｣

が
必
要
で
す
。

　

依
頼
書
の
発
行
ま
で
２
週
間
程
か
か

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

接
種
費
用
▼

一
旦
全
額
を
自
己
負
担
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
申
請
に

よ
り
、
市
の
定
め
る
額
の
範
囲
内
で
助

成
し
ま
す

申
請
方
法
▼

市
保
健
所
健
康
管
理
課(

八

橋)

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ

お
持
ち
に
な
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

広
報
ID
番
号 

１
０
０
５
５
７
９

●
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
９

　

｢

子
ど
も
福
祉
医
療
制
度｣｢

障
が
い
児

(

者)

の
福
祉
医
療
制
度｣

の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
か
た
は
、
申
請
す
る
と｢

福
祉

医
療
費
受
給
者
証｣

が
交
付
さ
れ
、
診
療

の
際
に
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
を
一

緒
に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分(

１
〜
３
割)

が

助
成
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
と
変
更
手
続
き
の
窓
口

①
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度
は

　

子
ど
も
総
務
課(

市
役
所
２
階)

☎(

８
８
８)

５
６
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
９
３

②
障
が
い
児(

者)

の
福
祉
医
療
制
度
は

　

障
が
い
福
祉
課(

市
役
所
１
階)

☎(

８
８
８)

５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
４

＊
①
②
と
も
各
市
民
Ｓ
Ｃ(

中
央･

東
部･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅
東
Ｓ
Ｃ
で
も

受
け
付
け
ま
す
。
①
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の｢

秋
田
市
電
子
申
請･

届
出

サ
ー
ビ
ス｣

か
ら
電
子
申
請
の
手
続
き

も
可
能
で
す
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
２
６
９
５

①
子
ど
も
の

　

福
祉
医
療
制
度
の
対
象

▼
０
歳(

全
員)

　

入
院･

通
院
医
療
費
を
全
額
助
成
し
ま

す
。
所
得
確
認
あ
り

▼
１
〜
６
歳(

全
員)

　

入
院･

通
院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

所
得
確
認
あ
り

▼
小･

中
学
生

　

入
院･

通
院
と
も
に
所
得
制
限
あ
り

＊
お
子
さ
ん
が
１
歳
以
上
で
市(

区
町
村)

民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世

帯
は
、
自
己
負
担
額
の
半
額
を
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
０
歳
の
お
子

さ
ん
は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
自
己
負
担
は
、
医
療
機
関(

入
院･

通

院
そ
れ
ぞ
れ)

や
薬
局
ご
と
に
月
額

１
千
円
が
上
限
で
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
、
父
母
が
い
な
い
家

庭
、
父
か
母
が
重
度
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
家
庭

　

18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん(

18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で)

が
対
象
で
す
。
所
得
制
限
あ
り
。
お

子
さ
ん
が
就
職
な
ど
で
、
社
会
保
険

本
人(

※)

に
な
る
と
該
当
し
ま
せ
ん

②
障
が
い
児(

者)

の

　

福
祉
医
療
制
度
の
対
象

▼
重
度
心
身
障
が
い
児(

者)

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
か
療
育

手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
か
た
。
社
会
保

険
本
人(

※)

は
所
得
制
限
あ
り

▼
高
齢
身
体
障
が
い
者

　

65
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
４
〜

６
級
を
お
持
ち
の
か
た
。
所
得
制
限

あ
り
。
社
会
保
険
本
人(

※)

は
該
当
し

ま
せ
ん

※
＝
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
、
国
民
健

康
保
険
組
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
以
外
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

こ
と

◆
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
に

　

必
要
な
書
類
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
は
、
毎
年
８

月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
次
の
と
お

り
該
当
す
る
か
た
に
、
そ
れ
ぞ
れ
届
出

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

届
出
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
た
場

合
、
７
月
下
旬
に
支
給
判
定
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す(

受
給
対
象
者
に
は
新
し

い
受
給
者
証
を
同
封
し
ま
す)

。

▼
該
当
す
る
内
容
と
送
付
し
た
書
類

　

｢

乳
幼
児･

小
中
学
生｣

の
制
度
に
該
当

し
、
所
得
確
認
が
必
要
な
か
た

→
税
情
報
等
確
認
届

　

｢

ひ
と
り
親
家
庭
等｣

の
か
た
→
現
況
届

　

｢

障
が
い
児(

者)｣

の
か
た→

更
新
申
請
書

◆
新
規
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

新
た
に
受
給
者
証
を
申
請
す
る
場
合

は
、
対
象
が｢

乳
幼
児･

小
中
学
生｣

の
か

た
は
７
月
５
日
(月)
か
ら
、
そ
れ
以
外
の

か
た
は
７
月
12
日
(月)
か
ら
、
上
記
の
子

ど
も
総
務
課
ま
た
は
障
が
い
福
祉
課
で

受
け
付
け
ま
す
。

＊
令
和
２
年
度
に
所
得
制
限
を
超
え
た

た
め
該
当
し
な
か
っ
た
か
た
で
も
、

申
請
に
よ
り
今
年
度
は
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

＊
ひ
と
り
親
家
庭
の
か
た
で
、｢

乳
幼
児

･

小
中
学
生｣

の
福
祉
医
療
制
度(｢

対

象
区
分
お
よ
び
負
担
者
番
号｣

の
上
２

桁
が｢

74｣)

を
お
持
ち
の
か
た
は
、
申

請
に
よ
り｢

ひ
と
り
親
家
庭｣

の
制
度

に
切
替
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

12文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します

サイト内検索 よくある質問検索 広報 ID 検索

｢広報ID番号｣をここに入力！ 市外局番＝☎018

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所市役所からのからのお知らせお知らせ

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
助

成
さ
れ
る
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

県
外
で
の
予
防
接
種
は

依
頼
書
が
必
要
で
す
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児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
た

へ
、
６
月
上
旬
に
現
況
届
の
用
紙(

ピ
ン

ク
色)

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
提
出
が

ま
だ
の
か
た
は
、
な
る
べ
く
郵
送
で
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い(

公
務
員
は
職

場
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す)

。

●
問
い
合
わ
せ　

　

子
ど
も
総
務
課
☎(

８
８
８)
５
６
８
９

　

市
に
申
し
出
が
あ
っ
た
社
会
福
祉
法

人
が
提
供
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
料
が
軽
減
さ
れ
る｢

社
会
福
祉
法
人

利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証｣

の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
確
認
証
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
７
月
31
日
(土)
で
期
限
が
切
れ

ま
す
の
で
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
▼

①
〜
⑥
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
、
収
入
や
世
帯
状
況
、
利
用
者
負
担

な
ど
を
勘
案
し
、
生
計
が
困
難
で
あ
る

と
市
が
認
め
た
か
た
。
軽
減
割
合
は
、

利
用
者
負
担
額
の
25
％(

老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
は
50
％)

で
す
。

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

②
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
150
万
円(

世

帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円

を
加
算)

以
下

③
預
貯
金
な
ど
の
額
が
、
単
身
世
帯
で

350
万
円(

世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と

に
100
万
円
を
加
算)

以
下

④
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産(

住
居
な
ど)

以
外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

⑤
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い(

所
得
税
や
市
町
村
民

税
の
扶
養
控
除
対
象
者
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と)

⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

 【
軽
減
対
象
】
　

※
＝
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
含
む

在
宅
サ
ー
ビ
ス
…
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
お
よ
び
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
短

期
入
所
生
活
介
護(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ)

(
※)

、
定
期
巡
回･

随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護(

※)

、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護(

※)

、
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
、
介
護
予
防･

日
常
生

活
支
援
総
合
事
業

施
設
サ
ー
ビ
ス
…
介
護
老
人
福
祉
施
設

お
よ
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設(

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム)

＊
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
か
た
の

場
合
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
短
期
入

所
生
活
介
護(

※)

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

介
護
老
人
福
祉
施
設
お
よ
び
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
利
用
が
対

象
と
な
り
、
居
住
費(

滞
在
費)

の
全
額

を
軽
減
し
ま
す
。

申
請
方
法
▼

介
護
保
険
課(

市
役
所
２
階)

に
あ
る
申
請
書(

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

、
課
税
状
況
の
調

査
へ
の
同
意
書(

世
帯
全
員
の
同
意
と
自

署
が
必
要)

、
収
入
状
況
等
申
告
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
収
入･

資
産･

預
貯

金･

扶
養
状
況
を
確
認
で
き
る
書
類
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
４
７
９
９

●
問
い
合
わ
せ
　

　
介
護
保
険
課
☎(

８
８
８)

５
６
７
４

　

令
和
３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
免

除
申
請
を
７
月
１
日
(木)
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
国
民
年
金
に
は
、
所
得
の
減
少

や
失
業
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
と
き
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
に
は
、｢

全
額
免
除｣｢

４
分
の
３

免
除｣｢

半
額
免
除｣｢

４
分
の
１
免
除｣

が

あ
り
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
50

歳
未
満
の
か
た(

学
生
を
除
く)

が
対
象
の

｢

納
付
猶
予
制
度｣

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
か
た
に

は
、
臨
時
的
免
除
申
請
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

免
除
申
請
な
ど
が
承
認
さ
れ
る
と

▼
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け

る
た
め
の
資
格
期
間(

10
年)

に
入
り
ま

す
。
一
部
免
除
は
、
そ
の
保
険
料
を

納
付
す
る
と
資
格
期
間
に
入
り
ま
す

(

障
害
基
礎
年
金
の
要
件
で
あ
る
納
付

済
期
間
に
も
入
り
ま
す)

。

▼
免
除･

猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
で
納
め
る

(

追
納)

こ
と
が
で
き
、
納
め
た
分
は
年

金
受
給
額
に
反
映
し
、
計
算
さ
れ
ま

す(

３
年
目
以
降
の
分
を
追
納
す
る
場

合
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
額
が
加

算
さ
れ
ま
す)

。

＊
学
生
を
対
象
と
し
た
、｢

学
生
納
付
特

例｣

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

免
除
の
申
請
窓
口(

平
日
の
み)

国
保
年
金
課(

市
役
所
１
階)

、
市
民
Ｓ
Ｃ

(

中
央･

東
部･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅
東

Ｓ
Ｃ
、
岩
見
三
内･

大
正
寺
の
各
連
絡
所

申
請
に
必
要
な
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
ま
た
は

年
金
手
帳
、
本
人
確
認
書
類(

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど)

。
失
業
や
災
害
な
ど

が
理
由
の
か
た
は
、
そ
の
証
明
書
類(

雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証･

離
職
票･

罹り

災

証
明
書
な
ど)

＊
申
請
日
か
ら
原
則
２
年
１
か
月
前
ま

で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
申
請
で
き
ま
す
。
申
請
は

年
度
単
位
。
保
険
料
の
年
度
区
分
は

７
月
〜
次
の
年
の
６
月
で
す
。

＊
審
査
結
果
は
、
申
請
か
ら
２
〜
３
か

月
後
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
通
知
書

が
送
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
秋
田

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
☎(

８
６
５)

２
３
９
２

●
問
い
合
わ
せ
　

　
国
保
年
金
課
☎(

８
８
８)

５
６
３
３

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

社
会
福
祉
法
人
利
用
者
負
担

軽
減
確
認
証
の
申
請
を

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
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“歩くべあきた”参加チーム募集！

　後期高齢者医療制度に加入しているかたへ、８月１日(日)
から有効となる被保険者証を７月下旬に簡易書留でお送り
します(色は紫色)。自己負担割合額は令和２年中の所得で改
めて判定しているため、今までと違う場合があります。

問い合わせ▶後期高齢医療課☎(888)5638

　金額は令和２年中の所得などをもとに算定し、年額保険料
は所得割額(加入者の所得に応じた分)と均等割額(一律43,100
円)の合算で、上限額が64万円(100円未満切り捨て)です。

■ 均等割額の軽減

■ 後期高齢者医療制度に加入する前日まで、健康保険の被扶養者だったかた(国保･国保組合の加入者は
除く)の軽減▶所得割額０円および制度開始後２年間に限り均等割額21,550円

令
和
３
年
度
の
保
険
料
軽
減

※給与･年金所得者とは、世帯
の被保険者または世帯主で、
次の①か②を満たすかた。

①給与収入が55万円以上
②公的年金などの収入金額が、

64歳以下は60万円以上、
65歳以上は125万円以上

▶秋田県後期高齢者医療広域連合から、新型コロナウイルスの影響に伴う保険料の減免と傷病手当金
制度についてのお知らせが７月中に送付されます。届いたお知らせの内容は必ずご確認ください

　医療費などが自己負担限度額までの支払いになる｢限度額適用･標準負担額
減額認定証｣と｢限度額適用認定証｣の有効期限は7月31日(土)です。継続と
なるかたへ、認定証を被保険者証と一緒にお送りします。新たな対象者に
は、７月上旬に申請書をお送りします。同封する封筒でご返信ください。

■
所
得
区
分
ご
と
の
自
己
負
担
限
度
額

＊表中の〈 〉内は12か月で４回以上支給された場合の４回目以降の額。

支え合う支え合う
後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度

所得の低いかたなどは、被保険者の総所得額などに応じて保険料を次のとおり軽減しています 

後期高齢者医療制度の後期高齢者医療制度の
｢保険料額決定通知書･納入通知書｣を｢保険料額決定通知書･納入通知書｣を
７月９日７月９日(金)(金)にお送りしますにお送りします

｢限度額適用･｢限度額適用･
 標準負担減額認定証｣ 標準負担減額認定証｣
｢限度額適用認定証｣｢限度額適用認定証｣
　の更新はお早めに　の更新はお早めに
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　職場の仲間や友だちとチームを組
んで、毎日の歩数などを計測･記録
しながら、運動不足解消！ 期間中
は運動講習会などのイベントや、
健康情報の提供も行います。ふるってご参加ください！　

★１チーム３〜４人で先着70チーム　専用の歩数計で９月〜来
年１月の歩数などを計測し、運動量を点数化します。チームご
との平均点数で順位を競い、上位チームを表彰します

●申し込み　各市民サービスセンターなどにある申込用紙を、７月21
日(水)までに提出してください。用紙は、市ホームページからダウン
ロードもできます。◆広報ID番号 1012538

働
く
世
代
の
部

 【おもな条件】▶市内の同じ職場に勤務しているか、20歳以上の
市民 ▶メンバー全員が日頃運動不足を感じている ▶Eメールとエ
クセルファイルが使用できるパソコンがある ▶リーダーを１人決
められる ▶過去に表彰されたチームはメンバーを入れ替えている

★１チーム２〜５人で先着30チーム　９月〜11月の歩数を計測
し、３か月継続できたチームには修了証と参加賞を贈呈します

 【おもな条件】▶市内在住のかた ▶今年４月１日現在で全員が65
歳以上 ▶メンバー全員が日頃運動不足を感じている ▶リーダーを
１人決められる ▶所定のカウント表を郵送、FAX、Eメールのい
ずれかで提出できる(Eメールの場合、エクセルファイルが使用
できるパソコンがある)

シ
ニ
ア
の
部

“歩くべあきた”参加チーム募集！

５か月間の平均歩数が８千歩以上のチームに副賞を贈呈！

３か月間継続のかたに参加賞と歩数計(初参加のみ)を贈呈！

　｢オーラルフレイル｣とは、
加齢によってお口の機能が低
下していくことを言います。
この状態を放置すると、やが
て要介護状態を招きます。お
口の健康対策はお早めに！

特定健診課☎(888)5636　

▶滑舌が悪くなってきた
▶食べこぼすようになった
▶むせるようになった
▶口が渇き口臭が気になる
▶食事量が減り、体重が減った
▶柔らかいものばかり食べる
ようになった

こんなことないですか

お早めに！
お口の健康対策

■毎食後･寝る前に歯を磨きま
しょう 

■早口言葉･音読をしましょう 
■｢パタカラ体操｣をやってみ
ましょう(意識してパ･タ･カ
･ラとそれぞれ５回ずつ、大
きな声ではっきりと発音) 

■歯科健診を定期的に受けま
しょう

■１日３回、食事は規則正し
く食べましょう 

■主食･主菜(肉･魚･卵などの
料理)、副菜(野菜料理)をバ
ランスよく食べましょう 

■意識してしっかり噛んで食
べましょう

感染対策をして
交流しましょう
　自粛生活が続くと、人と話
す機会が減りお口の力が衰え
ることも…。感染対策をして
家族友人との交流を続けま
しょう。直接会わなくても、
電話などで話をしましょう。

オーラルフレイルを
予防して健康寿命を
延ばしましょう

問い合わせ▶保健予防課☎(883)1178　

日時 ７月22日(木)9:00〜12:00
会場 CNAアリーナ★あきた

　20〜79歳のかたが対象です。自分の体力年齢を
確認しよう！ 内履きを持って、直接会場へどうぞ。

問い合わせ▶スポーツ振興課☎(888)5611

参
加
無
料

参
加
無
料
だ
よ
！

だ
よ
！

 【20〜64歳の種目】握力、上体起こし、長座体前
屈、反復横とび、20ｍシャトルラン、立ち幅とび
 【65〜79歳の種目】握力、上体起こし、長座体前
屈、開眼片足立ち、10ｍ障害物歩行、６分間歩行

＊上記催しは、新型コロナウイルスの影響で中止・変更になる場合があります。



　
保健師、栄養士による個別相談。
対象▶乳幼児と保護者
日時▶７月27日(火)9:00〜12:00　
会場▶市保健所(八橋)　先着▶３組　
申込▶子ども健康課☎(883)1174
＊電話相談は随時行っています。

妊婦さんや就学前のお子さんがいる
ご家庭のかたを対象に、育児の悩み
や保育所入所などの相
談に応じます。
★会場と日時
①中央子育て交流ひろば
　▶７月13日(火)･27日(火)、

10:00〜12:00
②西部子育て交流ひろば
　▶７月21日(水)10:00〜12:00
③北部子育て交流ひろば
　▶７月28日(水)10:00〜12:00
問▶子ども未来センター☎(887)5340

手作りおもちゃやふれあい遊びな
ど、すぐ活かせる遊びを学びます。
対象▶主任児童委員、親子のつどい代
表者、子育て支援団体代表者、ファ
ミリーサポートセンター協力会員、
子ども未来センター子育てボラン
ティアなど　
日時▶７月28日(水)10:00〜12:00　
会場▶アルヴェ４階洋室C　定員▶15人　
申込▶子ども未来センター

☎(887)5340

太字の( )内はお子さんの対象です。
問い合わせ先の◎は、各地区の主任
児童委員さんの印です。
★さくらっこクラブ(就園前)　
７月９日(金)10:00〜12:00、桜児童
センターで。木のおもちゃ遊び♪
問▶◎西川さん☎090-5235-3120
★とんとんクラブ(就学前)　７月12

日(月)10:00〜11:30、下北手児童セ
ンターで。水遊び♪
問▶◎伊藤さん☎090-6683-1727
★おおすみキッズ(就園前)　
７月15日(木)10:00〜12:00、大住
児童館で。お店やさんごっこ♪
問▶◎小松さん☎(839)5189

太字の( )内は園の所在地
とお子さんの対象です。
開催の有無など、詳しく
は各園へお問い合わせください。
★白百合いずみこども園(泉･０〜５歳)
７月７日(水)10:00〜10:50。

問▶☎(823)1626
★はねかわ保育所(下浜･就学前)
７月14日(水)9:45〜10:45。

申込▶☎(879)2139
★勝平保育園(新屋･就学前)
７月14日(水)、８月４日(水)、10:00
〜11:00。８月４日は水遊び。

問▶☎(823)4520

16

育
児 

コ
ー
ナ
ー
！

｢※｣印＝各市民SC内の施設が会場です。申込時にご確認ください親 子 で 遊 ぼ う ！ 　　＝要申込の催しで、申込開始日です申

市外局番＝☎018
＊スペースの都合などにより、｢育児コーナー｣に掲載依頼があったすべてを

掲載できない場合があります。ご了承ください。

♪地域で育児♪♪地域で育児♪

中央子育て交流ひろば☎(888)5652 帽子シアターなど／先着５組

ぴょんぴょん広場
(１歳７か月〜就学前)

大型紙しばいを楽しもう!
／先着各12組

７/15(木)10:15〜10:30

 ７/15(木)

７/13(火)10:30〜11:00おはなし会(就学前) 絵本の読み聞かせ

おはなしポケット(就学前)※ ７/14(水)10:30〜10:50

おはなしの部屋(就学前) 手遊びなど／当日先着５組

いちご･バナナるーむ(就学前) 英語であそぼう／先着６組

ぐんぐん(就学前)

ころんころんタイム(０〜２歳) パネルシアター／当日先着15組 ７/14(水)10:30〜10:50

はっぴぃるーむ(就学前)
歌や手遊びでカワベリア(河辺
市民サービスセンター)10周
年をお祝い！／当日先着10組

７/13(火)10:30〜10:50

身体測定／当日先着５組 ７/21(水) 9:30〜11:30

子ども未来センター
☎(887)5340

河辺子育て交流ひろば
☎(882)5146

催し(お子さんの対象) 内　容　／　定　員 日　時会　　場

子育てナビゲーターの巡回相談子育てナビゲーターの巡回相談

子育て支援者研修会子育て支援者研修会

７/15(木)10:30〜11:00

申 ７/ ５(月) 9:00〜

申 ７/ ８(木) 9:00〜

フォンテ文庫
☎(893)6167

おはなし会(２〜６歳) 絵本や紙芝居／当日先着10組 ７/10(土)11:30〜12:00

パンダのえほん修理屋さん(どなたでも) 破損した絵本を修理します ７/17(土)10:30〜12:00

作ってあそぼう工作会
(２歳〜小２)

｢むしのびっくりばこ｣作り
／当日先着７組

７/17(土)11:30〜12:00

親子で楽しむわらべうた
(０〜３歳)

わらべうたや絵本の読み
聞かせ／先着10組

７/27(火)11:00〜11:30 申 ７/17(土)10:00〜

７/ ７(水) 10:00〜 申

申し込みは
こちらに
アクセス→

育児相談育児相談

 ①10:15〜 ②10:50〜

東部子育て交流ひろば☎(853)1082

西部子育て交流ひろば☎(826)9007

北部子育て交流ひろば☎(893)5985

雄和子育て交流ひろば☎(886)5530

園開放へ行こう！園開放へ行こう！



みんなで演奏を聴こう！ 
音楽あそびもあるよ♪
対象▶就学前のお子さんと保護者　
日時▶７月27日(火)10:30〜11:30
会場▶雄和市民SC２階地域文化ホール　
先着▶20組　
申込▶７月12日(月)9:00から雄和子育
て交流ひろば☎(886)5530

ハンドセルフケアを体験します！
対象▶就学前のお子さんの保護者
日時▶７月28日(水)10:30〜11:30　
会場▶河辺子育て交流ひろば　
定員▶４人　
申込▶７月19日(月)10:00から河辺子
育て交流ひろば☎(882)5146

赤ちゃんのお風呂の入れ方、産後の
心身の変化などに関する話。
対象▶開催日に妊娠16〜35週の妊婦
さんとパートナー　日時▶８月14日
(土)、①9:30〜11:00、②13:30〜
15:00　会場▶市保健所(八橋)
定員(抽選)▶各18組　
申込▶７月２日(金)から26
日(月)までに、市ホーム
ページからお申し込みを(上のコード
を読み取りアクセスしてください)
問▶子ども健康課☎(883)1175

幼児食の進め方などの
講話、親子ふれあい遊
び、個別相談など。
対象▶２歳から就学前までのお子さん
と保護者　日時▶７月30日(金)10:00
〜11:00　会場▶市保健所(八橋)　
先着▶10組
申込▶７月７日(水)8:30から子ども健
康課☎(883)1174･1175

妊娠中の食事のお話、軽体操、個別
相談など。
対象▶おおむね妊娠35週までの妊婦
さんとそのご家族　
日時▶７月31日(土)10:00〜11:30
会場▶市保健所(八橋)　定員▶15組　
申込▶子ども健康課

☎(883)1174･1175

離乳食の進め方や個別相談など。｢中
期｣｢後期｣は歯のお手入れ方法も学び
ます。かっこ内はお子さんの対象。
①初期(生後４〜５か月頃のお子さん)　
日時▶８月２日(月)10:00〜11:30　
②中期(生後６〜７か月頃のお子さん)　
日時▶８月３日(火)10:00〜11:30
③後期(生後８〜11か月頃のお子さん)　
日時▶８月23日(月)10:00〜11:30　
①②③共通…会場▶市保健所(八橋)
先着▶各16組　申込▶７月15日(木)
8:30から子ども健康課

☎(883)1174･1175

栄養バランスのとれた保育所給食の
人気メニュー作り♪
対象▶お家で２〜３歳のお子さんを子
育てしている保護者。お子さんもご
一緒にどうぞ(調理中、お子さんは保
育士と一緒に遊んで待ちます)
日時▶８月17日(火)10:00〜12:00　
会場▶楢山地区コミュニティセンター　
先着▶４組　
申込▶７月19日(月)10:00から河辺保
育所☎(882)3056

風邪や感染性の病気のときは、ご遠
慮ください。
問▶子ども健康課☎(883)1174
①４･７･10か月児健診
対象▶生後４･７･10か月になった日
からそれぞれ満５か月、満８か月、
満11か月になる前日までのお子さん
会場▶母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関

②１歳６か月児･３歳児健診
(小児科･歯科)

新型コロナウイルスの感染予防のた
め、医療機関での個別健診となりま
す。８月の対象は、令和２年１月生
まれ(１歳７か月)、平成30年２月生
まれ(３歳６か月)です。受診券は７月
末までに個別に郵送します。

助産師を囲んで一緒におしゃべり♪
対象▶産後６か月頃までの母親(お子
さんもご一緒に)　
日時▶７月26日(月)10:00〜11:30　
会場▶市保健所(八橋)　先着▶５組　
申込▶７月５日(月)8:30から子ども健
康課☎(883)1175

助産師を囲んで一緒におしゃべり♪
対象▶妊娠35週頃までの妊婦さん
日時▶７月28日(水)10:00〜11:00
会場▶市保健所(八橋)　先着▶５人　
申込▶秋田市版ネウボラ☎(883)1175

歯みがきレッスン、歯科
衛生士や栄養士によるお
話など。
対象▶生後10か月〜１歳
１か月頃のお子さん　
日時▶７月12日(月)10:00〜11:30　
会場▶市保健所(八橋)　先着▶12組　
申込▶子ども健康課☎(883)1174

平日勤務などで、八橋の市保健所子
ども健康課内にある｢ネウボラ｣に来
所することが難しい妊婦さんのため
に、土曜窓口を開設しています。面
接した妊婦さんには、お祝いのプチ
ギフトをさしあげます。面接は20分
程度です。
対象の妊婦さん▶妊娠届を提出するか
た、ネウボラ以外で妊娠届を出した
かた、転入されたかた(ネウボラでの
面接がまだのかた)
日時▶７月24日(土)9:00〜12:00
申込▶秋田市版ネウボラ☎(883)1175
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笑顔がいいね

♥
♥

育児育児  
 コ コーーナナーー！！

♥ ▶料金の記載がないものは無料　▶申込方法がないものは直接会場へ　▶文中｢SC｣はサービスセンターの略

＊催しは、新型コロナウイルスの影響に
より中止･変更になる場合があります。

＊会場では、マスクを着用するなど、感
染予防対策にご協力をお願いします。

▶子育て交流ひろばの場所…中央＝市役所２階、東部･南部･雄和＝各市民SC１階、西部･北部･河辺＝各市
民SC２階　▶子ども未来センター＝アルヴェ５階　▶子ども広場およびフォンテ文庫＝フォンテAKITA６階　

おいしい給食つくっちゃお!おいしい給食つくっちゃお!
２人でTry！パパ･ママれっすん２人でTry！パパ･ママれっすん

親子で聴くエレクトーン音楽会親子で聴くエレクトーン音楽会

ママのリフレッシュタイムママのリフレッシュタイム

乳幼児健康診査乳幼児健康診査

離乳食教室離乳食教室

ぱくぱく元気教室ぱくぱく元気教室

プレママのすこやか食べルームプレママのすこやか食べルーム

歯ッピーバースデイ歯ッピーバースデイ

ネウボラ土曜窓口ネウボラ土曜窓口妊娠届妊娠届

産後のママトーク産後のママトーク

プレママトークプレママトーク



18市外局番＝☎018

　県内外のガラス作家と新屋ガラス
工房所属作家のガラスのアクセサ
リー約400点を展示･販売します。

　ガラスという素材が、作家の手で個性的
なアクセサリーに生まれ変わります。気分
が晴れやかになるお気に入りの作品を見つ
けて、この夏を楽しく過ごしましょう。

(写真は展示作品のイメージ) 

日
時

 ７月９日(金)▶18日(日)
9:00〜16:30

新
屋
ガ
ラ
ス
工
房
企
画
展

新
屋
ガ
ラ
ス
工
房
企
画
展

入場入場
無料無料

問い合わせ▶新屋ガラス工房☎(853)4201

作品の入賞者は審査により決定
し、学校を通じて賞状と副賞を授
与するほか、上位入賞者には、新
屋ガラス工房制作の｢オモリント
ロフィー｣(右の写真)を贈呈します
(開会式と表彰式は行いません)

表彰
など

作品
提出

８月２日(月)から８日(日)までの10:00〜
15:00に、ビジターセンター公園エリアに直
接提出するか郵送で。提出は１人１点

★動物園ホームページやインスタグラムなどの
　SNSも制作の参考にしてね♪ 広報ID番号 1025309

はがき、FAX、Eメールのいずれかで、｢サ
マースクール希望｣と明記し、希望日、住所、
氏名(ふりがな)、学校名、学年、電話番号を７
月11日(日)までにお知らせください。
〒010-1654 浜田字潟端154 大森山動物園　
FAX(828)5509　
Eメール ro-inzo@city.akita.akita.jp

日程

申し
込み

＊安全確保のため、作業時の保護者同伴はできません。

各10人(定員超の場合は抽選)

◆13日(火)は休館

対象▶小学生

Let's 飼育体験！Let's 飼育体験！

定員

参加無料

問い合わせ▶大森山動物園☎(828)5508

対象▶小･中学生、特別支援学校生(小･中学部)

　自宅で制作する｢絵画の部｣のみ開催し、｢立
体体の部｣(粘土制作)は行いません。描く動物は
大大森山動物園の動物が対象です。制作の参考
ととして、園内での写真撮影や簡単なスケッチ
はは可能です(大人は入園料730円が必要)。

大 森 山 動 物 園
  〜あきぎんオモリンの森〜〜あきぎんオモリンの森〜

画用紙
配布

７７月19日(月)から25日(日)までの10:00〜
15:00、動物園ビジターセンター公園エリ
アで。19日(月)から22日(木)までの9:30〜
16:30には、秋田テレビ(八橋)受付ロビーで
も配布します。枚数には限りがあります

１･２年生▶７月27日(火)　
３･４年生▶　　28日(水)
５･６年生▶　　29日(木)

いずれも
9:30〜12:00

描描

いい

てて

ねね♪♪

★

★

問い合わせ▶市民交流プラザ管理室☎(887)5310

７月10日(土) ･11日(日)

アルヴェで開催！

　焼きたてメロンパンやカレーなどのキッ
チンカーが並ぶイベント。

★
１階きらめき広場１階きらめき広場

★

＊観覧の申込受付はすでに終了しています。
★10日10日のみのみ10:30〜12:00　10:30〜12:00　２階多目的ホー２階多目的ホール

10:00〜15:0010:00〜15:00

10:00〜16:00　10:00〜16:00　屋外きらめきコート

＊①②は10日のみ。

①県立博物館ブース県立博物館ブース▶たたみ染めたたみ染め

②産業技術センター▶見えない光で遊ぼう

③自然科学学習館ブース▶ミニブーメラン作り

④秋田工業高等専門学校ブース ▶ごま油の搾
さ く

油
ゆ

体験

★10:00〜16:00　10:00〜16:00　１階きらめき広場１階きらめき広場

　アイシングクッキーやインテリアになる植物
標本のハーバリウム作りのワークショップ。

有
料

有
料

無
料
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■18･19㌻の催しは、新型コロナウイルスの影響により、中止または変更になる場合があります。
　また会場内ではマスクを着用するなど感染予防にご協力ください。

７月31日(土)14:00〜15:00／千秋美術館３階講堂

観覧料

一般1,000円(前売券800円)
大学生800円(前売券640円)
高校生以下無料

前売券販売所▶千秋美術館／caoca広場／さきがけ
ニュースカフェ／県庁地下売店／カフェ光風／ローソ
ンチケット(Lコード：22412)／セブン-イレブン

＊展示準備のため、７月５日(月)から16日(金)まで休館します。
なお１階ロビーは、平日9:00〜17:00に利用できます。

　講師は、高砂香料工業フレグランス研究所の金子誉
幸さん。参加無料ですが、展覧会チケットが必要です。
定員20人。申し込みは７月６日(火)9:30から美術館へ。

問い合わせ▶千秋美術館☎(836)7860

エ
ミ
ー
ル･

ガ
レ 

草
花
文
香
水
瓶

１
９
０
０
年
頃 

高
砂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

前売券前売券
販売中販売中

＝赤れんが郷土館企画展＝

　田植え道具やはかりなどの生活用品など、今では
なかなか見かけない懐かしい道具の数々を展示しま
す。お楽しみに！

＊展示替えのため、７月13日(火)から16日(金)まで休館します。

210円(高校生以下無料)

赤れんが郷土館

日時

会場

入館料

問い合わせ▶赤れんが郷土館☎(864)6851

香水の世界香水の世界__香りに親しむひととき香りに親しむひととき
関連講座関連講座

会
期
会
期
７月17日(土)

▼

９月 ５ 日(日)

　中心市街地の新たな芸術文化の創造拠
点として、県･市連携で整備を進めている
｢あきた芸術劇場 ミルハス｣の施設の予約
受付を開始します。
　利用開始日は、｢大･中･小ホール｣が令
和４年９月26日(月)、｢研修室･創作室･練
習室｣が令和４年６月６日(月)。利用の予
約受付開始日は下記のとおりです。予約
方法や料金など詳しくは、あきた芸術劇
場のホームページをご覧ください。

https://akiat.jp

問い合わせ▶
あきた芸術劇場開館準備
事務所☎(838)5822

令和４年６月オー
プン予定！

令和４年６月オー
プン予定！

施設の予約受付を順次開始施設の予約受付を順次開始

あきた芸術劇場あきた芸術劇場  

ミルハスミルハス

練習室 ９室 ２か月前の月の初日練

創作室 ５室 ２か月前の月の初日練

研修室 ３室 ２か月前の月の初日練

小ホール
(リハーサル室)

２室 ２か月前の月の初日練

11か月前の月の初日公

中ホール
800席 ３か月前の月の初日練

12か月前の月の初日公

大ホール
2,007席 ３か月前の月の初日練

13か月前の月の初日公

▶ 　＝公演や展示などの利用 　　＝練習などの利用

▶利用受付開始日はいずれも利用予定日から起算

公 練

施設の概要 利用受付開始日

７月17日(土)▶10月17日(日)
 9:30〜16:30

上皿さお秤



子さんと保護者を対象とした交
流会。日時▶８月４日(水)9:30〜
12:10　会場▶県立視覚支援学校
申込▶７月16日(金)まで県立視覚
支援学校☎(889)8571
◆下浜海水浴場と桂浜海水浴場は
今年度海開きを行いません　
遊泳監視員の配置と仮設トイレの
設置も行いませんので、ご了承く
ださい。
問▶下浜海水浴場＝同組合の佐藤
さん☎080-3327-2126、
桂浜海水浴場＝同組合の工藤さん

☎080-3149-0483
◆令和３年度防衛省採用試験
種目ごとに、受験資格、申込締
切、試験日(９月〜11月に順次実
施)が異なります。詳しくは、自
衛隊秋田募集案内所へお問い合わ
せください。☎(864)4929
種目▶自衛官候補生、一般曹候補
生、航空学生、防衛大学校学生、
防衛医科大学校学生など
◆｢秋田市エイジフレンド
リー･シニア映画祭｣は８
月下旬から開催予定です　
上映作品･日程、チケット販売日
など詳しくは、広報あきた８月６
日号でお知らせします。
問▶長寿福祉課☎(888)5666
……………………………………

＊(掲載記事の訂正) 広報あきた６
月18日号18㌻に掲載した｢夏
休み子ども手話教室｣は中止に
なります。ご了承ください。

(広報広聴課)

日(水)･29日(水)、10月13日(水)、
15:00〜16:00

ラ ジ オ 体 操 第 一 ･ 第
二、みんなの体操の実
技指導。日時▶７月10
日(土)10:00〜11:40　
会場▶中央市民SC多目的ホール
(市役所３階)　持ち物▶内履き　
問▶秋田市ラジオ体操連盟事務局
の高橋さん☎(839)0664

７月20日(火)に各小学校グラウン
ドなどで、朝６時台に行います。
詳しくは、秋田市体育協会へお問
い合わせを。☎(896)5331
＊岩見三内、河辺は17日(土)、雄

和は22日(木)に開催します。八
橋、勝平、金足東は未開催。

秋田県華道連盟和風古流による生
け込みを披露します。生け込み体
験も(要申込･先着５人)。作品は
７月30日(金)まで展示します。
日時▶７月24日(土)13:30〜15:00
会場▶旧秋田藩主佐竹氏別邸(如斯
亭)庭園　入園料▶210円(高校生
以下無料)　体験の申込▶７月５日
(月)9:00から佐竹史料館

☎(832)7892

河辺市民SCに
集合し、バス
で現地まで移
動します。
対象▶起伏のある山道を歩くこと
ができる18歳以上のかた(初心者
不可)　日時▶７月29日(木)9:30〜
15:00　先着▶15人　
申込▶７月12日(月)9:00から河辺
市民SC☎(882)5171

空き家を活用したまちづくりを行
うNPO法人による講話とワーク
ショップ。対象▶市民活動に関心
のあるかたなど　
日時▶８月１日(日)13:00〜15:00　
会場▶旧渡邉幸四郎邸(新屋)　
先着▶20人　申込▶市民交流サロ
ン☎(887)5312

　

秋田西中学校グラウンドに隣接す
る西部地域運動広場の、令和３年
度後期分(８〜11月)の団体利用の
申請を受け付けます。
申込▶西部市民SC１階の西部地域
住民自治協議会窓口にある申請用
紙で、７月８日(木)までにお申し
込みください　問▶西部地域住民
自治協議会☎(828)4217

少年指導センター(アルヴェ５階)
では、少年の悩みや心配事につい
ての相談に電話で応じています。
日時▶平日9:00〜12:00(月曜は
10:00〜)、13:00〜16:00　
相談電話▶(884)3868
＊来所相談にも応じています。

◆めのがっこうでいっしょにあそぼう！ 
視覚支援を必要とする就学前のお

20＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容
は、主催者に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 市外局番＝☎018

催　し

まちなかサロン in 新屋 空き家×まちづくり

如
じょ

斯
し

亭
てい

庭園 生け込みの公開

河辺･岩谷山ハイキング

西部地域運動広場の団体利用申請

わかくさ相談電話

みんなの掲示板②

◆タオルを使った健康体操　フェイスタオルが必要です。
　▶７月９日(金)、飯島老人いこいの家で。☎(845)3692
　▶７月16日(金)、雄和ふれあいプラザで。☎(886)5071

◆ADL体操
　▶７月14日(水)、八橋老人いこいの家で。☎(862)6025

い
き
い
き
サ
ロ
ン

■65歳以上のかたが対象です　
■時間は10:00〜11:30■参加無料
■動きやすい服装で直接会場へお越しください

＊参加者多数の場合、前半と後半に分けて実施します。

案　内

ラジオ体操･みんなの体操会

全市一斉ラジオ体操のつどい



会場が茨島体育館▶７月26日(月)、
８月30日(月)、９月６日(月)･13日
(月)･27日(月)
◆生き生き健康スポーツ教室(運
動不足のかた向け)　ソフトエアロ
ビクス。時間は10:00〜11:15。
会場がCNAアリーナ★あきた▶８
月８日(日)、９月２日(木)･９日(木)
会場が茨島体育館▶７月８日(木)･
15日(木)･29日(木)、９月16日
(木)･30日(木)
◆親子なかよし体操教室
①２･３歳のお子さんが対象　
会場▶CNAアリーナ★あきた
日時▶９月７日(火)･10日(金)･14日
(火)･21日(火)･24日(金)、10:00
〜11:00
②４･５歳のお子さんが対象　
会場▶CNAアリーナ★あきた(７月
21日と10月13日は茨島体育館)
日時▶７月７日(水)･14日(水)･21
日(水)、９月1日(水)･８日(水)･22

　夏を迎え、アウトドアを楽しむかたが
多くなる季節になりましたね。この夏お
すすめ！自然を楽
しむことができる
スポット、太平山
と秋田港北防波堤
を紹介します。お
楽しみに！

＊最新情報は広報広聴課ホームページで。☎(888)5471
　https://www.city.akita.lg.jp ■広報ID番号 1001367

ABS｢こんにちは秋田市から｣
AAB｢いきいき秋田市から｣

AKT｢こんばんは秋田市から｣

＊５分番組は秋田ケーブルテレビでも放送しています。

ABS｢わがまち大好き秋田
市長です｣(手話通訳放送)

エフエム秋田｢秋田市マンデー555｣

ABSラジオ｢秋田市今週のいちネタ｣

エフエム椿台｢午後スタ｣

土 11:40〜 日 11:55〜

木 15:35〜 金 15:35〜

水 22:54〜

７/18 11:40〜11:55日

月 17:55〜
火 10:30〜

水 13:20〜

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

５
分
番
組

分
番
組

15

15分番組｢わがまち大好き秋田市長です｣
７/18(日)放送▶｢秋田市の自然を満喫｣

▼｢

情
報
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ン
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▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ

日時▶７月14日(水)10:00〜12:30
会場▶農山村地域活性化センター
さとぴあ(上新城)　参加費▶1,500
円(梅１㎏付き)　定員(抽選)▶15人　
申込▶７月５日(月)18:00までさと
ぴあ☎(893)3412

季節に合った薬膳料
理を学んでみません
か。対象▶18歳以上
で全日程参加できる
かた　日時▶７月１6日(金)、８月
20日(金)、１0月15日(金)、12月
３日(金)、10:00〜13:00　会場▶
河辺総合福祉交流センター　材料

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

20･21㌻に掲載した内容は、新型コロナウイルスの影響により、中止･変更になる場合がありますので、実施の
有無は、事前に主催者にご確認ください。また、会場ではマスクを着用するなど、感染予防にご協力願います

情報情報チャンネルaチャンネルa

講　座

費▶4,000円　先着▶12人　
申込▶７月５日(月)9:00から河辺
市民SC☎(882)5171

｢円滑な人間関係を築くポイント｣
をテーマに、自分の意見を伝える
手法を学びます。日時▶７月24日
(土)14:00〜15:00　会場▶中央市
民SC洋室２·３(市役所３階)　先
着▶６人　申込▶７月５日(月)9:00
から生活総務課☎(888)5650

先着各30人。申し込みは、NPO
法人スポーツクラブあきたへ。

☎(828)8676
◆健康運動教室(高齢のかた向け)
簡単な筋トレやストレッチ。時間
は10:00〜11:15。
会場がCNAアリーナ★あきた▶７
月５日(月)･12日(月)·19日(月)

笹巻作り＆梅漬けに挑戦
コミュニケーションカフェ

はずむ！ スポーツ教室身体の調子を整える薬膳料理

先着100人

ナガサキ･土崎被爆証言講話会ナガサキ･土崎被爆証言講話会

７７月月2424日日(土)(土)10:00〜12:0010:00〜12:00日時

　長崎原爆･土崎空襲の体験者による講話会を、オンライン会議シ
ステムを活用して開催します。申し込みは、７月18日(日)
までに市ホームページからどうぞ。右記のコードを読み
込んでアクセスしてください。◆広報ID番号　1029421

入館無料／開館時間は9:00〜17:00(ただ
し、最終日の展示は12:00まで)／火曜休館

問い合わせ問い合わせ▶▶企画調整課国際･都市間交流担当☎(888)5464企画調整課国際･都市間交流担当☎(888)5464

参加無料

長崎原爆･土崎空襲の関連資料を長崎原爆･土崎空襲の関連資料を
土崎みなと歴史伝承館に展示します土崎みなと歴史伝承館に展示します

７月14日７月14日(水)(水)▶▶28日28日(水)(水)

オオ イインンララ ンン
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中止になりました



西部市民SCに集合し、バスで移
動します。対象▶西部地域の小学
生(小３以下は保護者同伴)　
日時▶７月27日(火)8:50〜16:00　
会場▶県環境と文化のむら(五城目
町)　参加費▶１人50円　先着▶20
人　申込▶７月６日(火)9:00から
西部市民SC☎(828)4217

自然観察指導員と親子で仁別国民
の森を散策します。お子さんにカ
ブトムシをプレゼント！  市役所
から送迎バスあり。
対象▶小･中学生と保護者　
日時▶８月４日(水)8:50〜15:00
参加費(大人のみ)▶500円　
先着▶20人　申込▶７月19日(月)
8:30から30日(金)までの平日に
農地森林整備課☎(888)5741

太平山自然学習セン
ターほかを会場に、テ
ント泊、飯ごう炊飯、キャンプ
ファイヤー、バンブークラフト、
小枝スプーン･フォーク作りをし
ます。秋田駅東口から送迎バスが
発着します。対象▶中学生以下の
お子さんと家族　日時▶８月７日
(土)11:40〜８日(日)13:15　参加
費▶１家族2,000円と１人2,500

円　定員▶８家族(定員超の場合、
初参加を優先して抽選)　
申込▶往復はがき(１家族１通)の
往信面に、催し名、住所、参加者
全員の氏名、年齢、電話番号、返
信面に住所、氏名を書いて、７月
３日(土)から12日(月)(必着)まで、
〒010-0824 仁別字マンタラメ
227-1 太平山自然学習センター

☎(827)2171

北部市民SCに集合し、バスで移
動します。対象▶小学生と保護者
日時▶８月７日(土)9:00〜15:40
会場▶あきた白神体験センター、
八峰町中浜海岸　参加費 ▶１人
430円　定員(抽選)▶６組　申込▶
往復はがき(親子２人１組１通。
ただし、１通で親子２組４人分記
載可)に、催し名、住所、参加者
全員の氏名(ふりがな)、電話番号
を書いて、７月11日(日)(消印有
効)まで、〒011-0945 土崎港西
五丁目３-１ 北部市民サービスセ
ンター☎(893)5969

対象は小学生以上のかた。会場は
農山村地域活性化センターさとぴ
あ(上新城)。申し込みは、７月５
日(月)18:00までさとぴあへ。

☎(893)3412
①笹をとって笹巻作りに挑戦！ 
日時▶７月20日(火)13:30〜15:30
参加費▶500円　定員(抽選)▶10人
③縄文土器の講座とミニ土器作り
作品は焼成して後日のお渡し。
日時▶７月24日(土)10:00〜12:00　
参加費▶700円　定員(抽選)▶12人

対象 ▶小学生以上のお子さんと
保護者(１組３人まで)　日時▶７
月27日(火)･28日(水)･30日(金)、
9:30〜13:00　会場▶園芸振興
センター(仁井田)　参加費▶１人
500円　定員▶各３組(定員超の場
合、初参加を優先して抽選)　
申込▶はがきに、講座名、希望日
(複数可)、住所、参加者全員の氏
名、お子さんの年齢、電話番号、
Eメールアドレスを書いて、７月
２日(金)から９日(金)(消印有効)ま
で、〒010-8560 秋田市役所産
業企画課☎(888)5725

新鮮な魚介類と野菜で簡単調理！ 
対象▶小学生と保護者
日時▶８月６日(金)10:00〜13:00
会場▶卸売市場(外旭川)　参加費
▶1,500円(小学生は500円)　定
員(抽選)▶４組　申込▶はがきに、
講座名、住所、親子の氏名、年
齢(学年)、電話番号を書いて、７
月15日(木)(必着)まで、〒010-
0802 外旭川字待合28 あきた市
場マネジメント☎(869)5294

皿･マグカップ･ペン立てから１つ
選んで作ります。西部市民SCに
集合し、バスで移動します。
対象▶小学生の親子　
日時▶７月21日(水)9:20〜12:30　
会場▶陶芸工房｢いやしろち｣(雄和)　
材料費▶１人1,500円　先着▶８組　
申込▶７月６日(火)9:00から西部
市民SC☎(828)4217

▼｢
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▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

表紙の
はなし

22･23㌻に掲載した内容は、新型コロナウイルスの影響により、中止･変更になる場合がありますので、実施の
有無は、事前に主催者にご確認ください。また、会場ではマスクを着用するなど、感染予防にご協力願います

情報情報チャンネルaチャンネルa

夏のファミリーキャンプ

仁別国民の森で自然観察会

親子陶芸教室

親子で野外体験 シーカヤック

アスパラガス収穫とピザづくり

森で遊ぼう 自然観察と自由工作

さとぴあで体験しよう！

市場発 夏休み親子料理教室

23　広報あきた　2021年７月２日号

　聖火がついに秋田市へ！ 沿道のみなさんから送られた声援代わりの｢拍手｣と｢笑顔｣に見守られ、
約30分かけてゆっくり進んだその明かりは、最終ランナーの長崎宏子さんのトーチから聖火皿へ。
思いをつないでたどり着き、勢いよくわきたつ炎を見て、元気を分けてもらえた気がしました。



広報あきた　編集発行■秋田市役所広報広聴課　〒010-8560 秋田市山王一丁目１番１号　☎018(888)5471　■この冊子は単価１部26.235円です

　文化創造館で開催中のオープニング特別事業、“あきた”を探る展覧会｢200年をたがやす｣。
３月から始まった、市民とともに制作する｢つくる｣期間が６月に終わり、７月１日からはその
成果を広く公開する｢みせる｣期間が始まります。
　食、工芸、生活･産業、美術美術、舞台の５つの分野で、市民のみなさんにさ
まざまな形で関わっていただいた成果を、イベントなどを実施しながら披
露しますので、ぜひご来場ください。
　　　　　　　　問い合わせ▶NPO法人アーツセンターあきた☎(893)5656

＊新型コロナウイルスの影響により、中止･変更になる場合がありますのでご了承ください。

｢あの人のレシピをつなぐ｣を｢あの人のレシピをつなぐ｣を
テーマに集めたレシピを紹介！テーマに集めたレシピを紹介！

招招
し ょ うし ょ う

聘聘
へ いへ い

作家らによる新作や市民と作家らによる新作や市民と
一緒につくった作品などを展示！一緒につくった作品などを展示！

ワークショップなどで集めた言
葉を元に制作した、オリジナル
の演劇作品を上演！

９９月月2626日日(日)(日)まで開催中まで開催中

展覧会｢200年をたがやす｣の展覧会｢200年をたがやす｣の
｢みせる｣期間が始まります！｢みせる｣期間が始まります！

小学生などから集めた｢わが家の
重要文化財(各家庭の思い出のモ
ノ)｣のスケッチなどを展示！

市民から集めた秋田の工芸品の
エピソードを紹介！

★最新情報はホームページから！
　https://200years-akita.jp　

入場無料
火曜休館
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